
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
広島県町村会について、一般の方にはあま

り知られていない団体と思いますので、本会
の歴史や取組を、ご紹介したいと思います。 
本会の活動ですが、県内町の連絡協調を 

図り、町行政の円滑な運営と地方自治の振興
発展に資するため、町の当面する重要課題解
決のため、国・県及び関係諸機関等に対して
要望や提言を行うとともに、町の事務や町長
の権限に属する事務が円滑に運営されるよ
う、政策調査研究事業や各種共済事業を実施
するなど、町業務に対する支援事業を行って
います。 
本会の歴史は古く、第一次世界大戦後、町

村財政が困窮するなか、義務教育費国庫負担
金増額や郡制廃止の運動を契機として、大正
１０年２月２０日に東京市において「全国町
村長会」が発足しました。こうした動きに呼
応して、その８か月後の大正１０年１０月に 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
県下の町村長の団体として本会の前身であ
る「広島県町村長会」（昭和 22 年「広島県町
村会」に改組）が結成され、令和３年には  
設立１００周年を迎えています。 
県内の町村数は、広島県町村長会発足当時

４８町３８１村でしたが、昭和２８年１０月
１日に施行された「町村合併促進法」により、
８７町１１村となり、さらに「平成の大合併」
により、現在の９町となりました。 
ご承知のとおり、昨今の地方自治体では、

人口減少・少子化対策や激甚化する自然災害
などへの対応、デジタル化の推進、地方創生
など、多くの課題を抱えています。また、県
内で外国人が増える中、多文化共生の地域づ
くりもこれからの課題です。 
引き続き、すべての住民が健康で安心して

暮らせるよう、小さくてもキラリと光る個性
豊かなまちづくりの実現に向け、町長さん方
とともに汗をかいてまいります。 
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海外レポート 台湾 台北  
海外ビジネスサポーター 歐 元韻 

「台湾の企業活動を牽引する半導体電子関連

産業が絶好調」 

人事コンサルティング、日本企業の台湾新

進出事前調査、台湾現地法人の設立、運営

サポート業務等を中心としたサービスを

提供。日本の良き隣人「台湾」に関するこ

となら、築いてきた人脈と自身の経験値を

基に懇切丁寧にサポート。 

 

＜2024年第３四半期台湾企業決算最新情報＞ 

台湾の企業決算報告は一般的には１月から３月ま

でを第１四半期としています。その為、１０月初旬は

７月から９月までの第３四半期における決算報告が

出揃う時期です。その結果については経済新聞、株式

情報関連ウェッブサイト等の各マスコミを通じて

大々的に報じられています。 

現在台湾の金融監督管理委員会が公表している台

湾証券取引所上場企業は 1,018 社、証券店頭売買セ

ンター株式企業は 825社あるとのことです。これら

の企業を対象に集計した今年９月の単独月での総売

上高は 4.06兆元を記録し、月間売上高としては過去

三番目に高い水準でした。また今年の第３四半期にお

ける総売上高は 11.76兆元と四半期における３か月

単期総売上高としては過去最高を記録したとのこと

です。 

このように活発な企業活動を牽引している原動力

が半導体電子関連産業に携わっている企業群です。特

に AI 機器関連のサーバーや次世代半導体品に関して

は今後益々需要供給が伸びていくとの見方で、こうし

た分野に関わる企業が少なくない台湾では今後も安

定した企業活動が期待できるとの見方をしています。

特に近々では３ナノ半導体品についてアップル社、メ

ディアテック（聯發科）社、クアルコム社、インテル

社、アドバンス・マイクロ・デバイセズ社、エヌビデ

ィア・コーポレーションから台積電（TSMC）社に発

注が相次いでいることも話題になっております。 

こうした台湾の上場店頭売買株式企業の業績が出

揃った中で９月の売上高トップ５の企業として

iPhone16 の受託製造で知られた鴻海精密工業

（7,330.23億元/第３四半期売上 1.85兆元）、台積

電（2,518.72 億元/第３四半期売上 7,597.39 億

元）、PC、スマホ、サーバー、AI医療機器の広達電脳

（1,551.09億元/第３四半期売上4,245.49億元）、

電子製品の和碩（1,092.4 億元/第３四半期売上

2,942.97億元）、半導体電子部品の大聯大（1,056.7

億元/第３四半期売上 2,590.7億元）が紹介されてい

ます。いずれの企業も半導体電子精密機器産業に携わ

っており、こうした上位の企業以外にも業績を伸ばし

注目されているのが情報通信技術製品の緯創資通（ウ

イストロン）、パソコンやスマートフォンの周辺機器

製造の華碩（ASUS）、AI半導体関連機器の瑧鼎科技、

AI 人口知能機器の智邦科技や精密光学レンズ機器の

大立光電といった企業です。また業種別では海運業の

長榮（エバーグリーン）や萬海航運、食品製造加工流

通小売りで知られた統一グループ、金融関係では元大

金控ホールディングス、ファッションインダストリー

の聚陽實業といった企業も業績好調で注目の企業と

のことです。もちろん、他にも業績好調な企業も少な

くないので、第４四半期についても概ね好調な企業活

動が継続するとの見方です。 

＜山陽山陰中国地方５県観光商談会＞ 

話は少し変わりますが、台湾では毎年中国地方５県

による観光商談会が開催されています。今年は 8 月

29日に台北市のシーザーパークホテルで台湾にある

多数の旅行会社関係者を招待し開催されました。中で

も広島県はインスタ映えする観光スポットを中心に

台湾ローカルの旅行会社にアピール、翌日の旅行会社

訪問でもこうした広島の観光スポットに改めて興味

を示す旅行会社がありました。 

こうした地道なＰＲ活動のおかげで最近では以前

にも増して広島の観光紹介ウェブサイトが増えてい

ます。また台湾企業の女性向け情報発信ウェブサイト

でも広島のお土産特集が掲載されており、台湾の人達

が広島のお土産を目にする機会が増えました。その結

果、台湾の日系デパートで開催される日本商品展にも

ウェブサイトで紹介された広島のお土産品が出品、販

売されています。 

広島の観光も好調であることを期待します。 

【山陽山陰中国地方 5県観光商談会の様子】 

2



 

海外レポート ベトナム ハノイ  
海外ビジネスサポーター 中川 良一 

「ベトナム F＆B市場と 

広島の餃子居酒屋進出」 

IT、医療、建設関連等幅広い分野において

企業の現地法人設立合弁契約の支援を数

多く手掛ける。また、自身でも日系現地法

人の運営に携わり、ベトナムにおけるビジ

ネスノウハウを熟知。 

 

＜高所得国入りを目標に＞ 

ベトナムでは、独立 100 周年となる 2045 年ま

でに高所得国入りするという大きな目標を掲げてい

ます。2023年における世界GDPランキングで、ベ

トナムは 34 位（約 4,300 億 US ドル）でしたが、

このままの成長を維持していけば、本年は世界で33

位、15年後には 21位まで上昇すると予測されてい

ます。ベトナム統計総局の発表によると、2023年の

ベトナムの GDP 成長率は 5.05％、インフレ率は

3.25％となっています。経済成長を支える一つの要

因が、中間所得層の安定した拡大であり、ベトナムの

消費市場で大きな役割をはたしています。現在、ベト

ナムの中間層は約 1,300 万人で、国全体の約 13%

を占めています。World Data Labによると、2024

年までにベトナムではさらに400万人が中間層に加

わり、2030年までにその数は 2,320万人に達する

と予測されています。また中間層の多くは都市部に集

中し、品物やサービス等の多様な消費需要を支え、ベ

トナムのフード・飲料（F&B）業界にとって大きなビ

ジネスチャンスとなっています。レストランやカフェ

の管理システムを提供する iPOS.vn社の2024年上

半期ベトナムの外食産業レポートによると、2024年

6月末時点で、全国の F&B店舗数は約 304,700店

で、2023年と比較して3.9%減少したそうです。し

かし店舗数減少にもかかわらず、2024年半年間の総

売上は 403 兆 9,000 億ベトナムドン（約 164 億

US ドル）に達し、2023 年の 1 年間の売上総額の

68.46%を占める勢いとなっています。   

＜注目される日本料理＞  

 2023年末までの宿泊・飲食サービス産業への海外

直接投資（FDI）の累計プロジェクト総数は 986件、

登録資本総額は 143 億 5,000 万 US ドルとなりま

した。近年、ベトナム飲食業界では日本料理への人気

が爆発的に高まっています。主にホーチミン市とハノ

イ市といった大都市中心部に集中していますが、ダナ

ン、ニャチャン、ホイアンなどの中規模都市において

も、日本料理店の数が増加しています。ジャンルも高

級寿司からラーメンや居酒屋まで多岐にわたってい

ます。日本のブランドレストランはフランチャイズ展

開（丸亀製麺、CoCo 壱番屋、吉野家、牛繁）、合弁

（コロワイド）や 100％独資での会社を設立するな

ど、さまざまな形でベトナムに進出しています。 
 

＜広島から餃子居酒屋が進出＞ 

広島県からも餃子居酒屋「餃子家 龍」が、2024 

年 6 月ハノイにオープンしました。レストランは  

井辻ベトナム社が展開し、ハノイの日本大使館近くで

営業しています。焼き餃子、水餃子、揚げ餃子、パク

チー餃子など 6種類の餃子が楽しめ、餃子 1人前（7

個）の価格は、62,000ドン（約362円）から98,000

ドン（約 573円）です。餃子だけでなく、広島県産

カキを使用するカキフライなどのサイドメニューも

あります。 

【豊富な餃子メニュー】 

ベトナムでは、2015年より食品および飲料サービ

ス分野への外資独資での参入が認められるようにな

りました。今後も中間層の急速な増加、そして 2045

年高所得国に入る事により、日本を含む多くの外国人

投資家が F&B業界へ参入することが予測されます。 
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海外レポート インドネシア ジャカルタ   海外ビジネスサポーター 中川 智明 

「急速に改善されるジャカルタの公共交通

（合わせ技編）」 

日本の公認会計士として日本及びインド

ネシアの大手監査法人勤務を経て、日本の

会計税務及び親会社の考え方にも精通し

ながら、時には日本本社へも出向いてサー

ビス提供。会計税務を中心とした日常的業

務のお手伝いから、新規進出や組織再編、

M&Aなど幅広い側面で日系企業を支援。 

 

 加速度的に改善し、快適に利用できるようになった

ジャカルタの公共交通について、私の実体験を紹介し

ます。 

改善著しいジャカルタの公共交通と Google map

の合わせ技で、日本国内と相違ないレベルで予定通り

に快適に公共交通を利用しています。 

 

＜まずは全てを把握するGoogle Mapから＞ 

ジャカルタでは日本と比べて、道路標識を含め、あ

らゆる案内が街中にも道にも圧倒的に少ないです。移

動に関して、良く知っている現地人には問題ありませ

んが、外国人は非常に困った状況に立たされます。そ

の状況を大きく変えたのがGoogle Mapの出現で、

インフラの十分でないジャカルタにおいて、ネットの

中で完璧な道案内を可能にしたのです。 

どこに行くにも、まずはGoogle Mapでルート検

索します。今回はAeonに行きます。検索するとバス

が何時にくるのか、実際のバスの動きを示してくれま

すので、ほぼ待ち時間のないタイミングでバス停に歩

いて行きます。バスで鉄道の駅に向かうのですが、駅

までの時間も道路の混雑状況も鑑みた必要時間を示

しており、その時間と大きく相違することはありませ

んでした。 

 

＜主要路線の電車は 10分も待たず発着＞ 

私がよく使うのは commuter train と言われ、ジ

ャカルタ郊外とジャカルタ市内を結ぶ主要幹線なの

でそもそも本数は多いのですが、それでも早朝深夜で

無ければ 10分も待つことなく電車が来ます。このよ

うな電車の発着状況ですので待ち時間が長くなるこ

ともなく、特に駅への到着時間は気にしなくなってい

ますし、既にジャカルタの鉄道に対してそれなりの信

頼感を持っています。 

 

＜日本の中古が多いが問題なし＞ 

バスも電車も車体自体は古いものが多く、日本で使

われていた中古が多いです。車内にも車体の外側にも、

様々な日本語の表示があるので日本で使っていた物

の中古であることが分かります。中古なので少し古い

部分はありますが、汚いことはないですし、クーラー

も効いていて快適です。 

また、電車の車両が比較的多く（９～１２両）、あま

り混んでないことが多いのも良いと思います。その上、

電車の運賃が6,000インドネシアルピア（約60円）

であることも素晴らしいです。 

 

＜駅の周辺は開発のターゲット＞ 

ジャカルタは現在、日本の高度成長期のような状況

にあり、郊外とジャカルタの中心街を結ぶ

commuter train に沿って新築の家やアパートが建

てられ販売されています。日本のドーナツ化現象と似

たような発展をしている印象で、それに合わせて日本

の建売メーカーが進出して来ています。電車に乗って

見ていると、まだ何もないような駅が多いのですが、

これも早々に市街地化してゆくと思われます。 

私の目的地であるAeonは、駅の真ん前にアパー

トと一体となって建てられていますが、その周辺は

いわゆるインドネシアの郊外の下町であり、小さな

店がゴチャゴチャ点在している印象です。 

 

 

 

 

【Tebet駅に到着した日本の中古車両の電車】 
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講師 合同会社シオタトレーディング
代表社員 塩田靖浩氏

大手物流業者で通関業務等、島根県外郭団体で食品輸出支援等に従事。2007年広島で貿易コンサルタ
ントとして独立。ジェトロ広島の貿易アドバイザー、ジェトロ輸出有望案件発掘支援事業・輸出プロモーター
事業の専門家として企業の輸出支援に従事。 2018年設立の自社による食品輸出コンサルティングを含
め、アジア・オセアニア・欧米等29ヵ国・地域での食品輸出商談の支援実績がある。食品輸出分野の講演実
績多数。ジェトロ認定貿易アドバイザー試験合格者、通関士試験合格者、広島修道大学非常勤講師。

・商談精度や成約確度をあげるために必要な、バイヤーの求める商品を的確に把握しニーズに応じた
提案能力や商談時の効果的なプレゼンテーションスキルなど､“商談成約につなげるためのヒント
と極意”をお伝えします！

・実際の商談を想定した“模擬商談”を通じて、バイヤー役の講師とともに改善点をみつけ、さらに
商談スキルをブラッシュアップします。

海外販路開拓・拡大に取り組む事業者さま､営業担当者さま･営業初任者さま､商談スキルを向上させ
たいみなさまのご参加をお待ちしております！

申込締切 2024年１1月11日（月）
お申込は
コチラ

【お問合せ先】
ひろしま産業振興機構 国際ビジネス支援センター
 TEL 082-248-1400 s-kokusai@hiwave.or.jp

主催：ひろしま産業振興機構・広島市・Agri & Foods Export Frontier, Hiroshima（アグリ協議会）
共催：ジェトロ広島

■日時 11月14日(木) 14:00～15:30
■場所 ZOOMによるオンラインライブ配信
■内容 ･輸出に取り組む前に(輸入規制､商流､間接輸出と直接輸出の違いなど）

･商談前準備(商談相手の確認､商談資料の作成)
･商談当日の対応(想定されるバイヤーからの質問)   

                ･商談後のフォロー(見積提示､サンプル提示)
                ･商談のシミュレーション(質問に対応した回答の準備)
                ･オンライン商談の進め方(輸出商社/輸入商社/小売店などバイヤーごとの確認事項)
                ･マーケットインの商品開発

商談スキルアップセミナー

・商談スキルアップセミナーの内容を活かした商談シナリオを作成のうえ模擬商談に臨んでいただきます。
 セミナーの視聴が必須です。
・広島県およびFFSH※参加予定の広島広域都市圏の食品・飲料等関連事業者を優先します。

■日時 11月29日(金) ･12月6日(金) 13:00～17:00
※１社あたり40~50分程度（模擬商談プレゼン･講師からの総評/アドバイス）

■場所 広島県情報プラザ 2階視聴覚研修室（広島市中区千田町3-7-47）

模擬商談 ～限定６社～ 模擬商談参加には、セミナーの視聴が必須です。

FFSH:Fine Food & Sake HIROSHIMA 2025(食品･酒類バイヤー商談会)一連事業として実施します。
※FFSHの詳細はコチラ

参加無料
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https://ws.formzu.net/dist/S55816253/
mailto:s-kokusai@hiwave.or.jp?subject=%E5%95%86%E8%AB%87%E3%82%B9%E3%82%AD%E3%83%AB%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%EF%BC%86%E6%A8%A1%E6%93%AC%E5%95%86%E8%AB%87
https://www.hiwave.or.jp/purpose1/plaza/access/
https://www.jetro.go.jp/newsletter/hir/2024/ffsh2024fy_annai.pdf


公益財団法人 ひろしま産業振興機構 国際ビジネス支援センター
広島市中区千田町三丁目７番47号

TEL：082-248-1400 E-mail ：s-kokusai@hiwave.or.jp

海外ビジネスパートナー制度に登録されたパートナーを
紹介します。

海外ビジネスサポーター・パートナーへの相談は、

「申込フォーム」よりお手続きください。

ホームページからの相談申込フォーム 

海外ビジネスサポーター・パートナー紹介  

中国展開に向けた様々な課題の
解決を全力でサポートします！

ひろしま産業振興機構国際ビジネス支援センターでは、県内企業の皆さんが直面する中国へのビジ
ネス展開の際に生じる様々な課題解決を支援するため、「海外ビジネスパートナー制度」を新たに創
設しました。
「海外ビジネスパートナー」として登録された専門家による初期相談を通じて県内企業の皆さんが

抱える問題点を明らかにした上で、課題を洗い出し、課題に応じた専門家による個別相談へとつなげ
ることで最適・最速なサポートを行います。

無料
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